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凡例 

 

・本文および注で文献に言及するときは、（ ）にいれ、著者姓、発行年、ページの順に記

した。それぞれの文献は巻末の文献一覧で確認できる。文章内で文献を挙げる際、人名を

（ ）の前に出す場合がある。 

 

・書名、新聞・雑誌名は、日本語では『 』、欧文ではイタリックで表記する。 

 

・キーワードには原綴を記す。 

 

・引用したインタビュー情報は録音記録がある場合は（記録媒体管理番号、日付、場所）、

録音記録のない場合は（筆者インタビュー、日付、場所）と記す。発言内容から本人の実

名を出すことが適当でないと筆者が判断した場合、プライバシー保護のため仮名にする。 

 

・外国語のカタカナ表記はつぎのとおりにする。 

① スペイン語に限らず 2 語以上から成る句の表記は、原綴における単語の切れ目にナカグ

ロ（・）をいれる。 

【例】Black Carib ブラック・カリブ 

 

ただし地名はナカグロをもちいずに記す。 

【例】La Ceiba ラセイバ 

 

② 「y」「ll」は原則としてジャ行音にする。 

【例】Villanueva ビジャヌエバ 

 

③ 音引きはなるべく使わないよう努めたが、適宜使いわけた。 

【例】Salvador サルバドル 

 

④ 地名の表記は慣用にしたがう。 

【例】Honduras ホンジュラス  
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問題の所在 
 
 
逃亡奴隷の社会は根本的な問題を提起する。奴隷船で運ばれたこと、そしてプランテ

ーションの奴隷制しか共通の経験をもたないさまざまな出自の人びとが、どのように共

同体をつくったのか？つまり、社会はどのようにできるのか？     
 

エリック・ホブズボーム「森の逃亡奴隷」 
（Hobsbawm 1990: 46） 

 
 
本研究の目的は、中米ホンジュラスで黒人といわれる人びとが「カリブ海小アンティル

諸島のセントビンセント島に由来するエスニック集団ガリフナ Garífuna」を名のる社会背景

を検討することである。分析対象はホンジュラスで黒人とよばれる人の社会運動である。

より大きな文脈に位置づけると、黒人と一括され、歴史なき存在として客体化されてきた

人びとが「ガリフナ」として主体性を獲得し歴史をつくるプロセスが本稿の分析対象とな

る。 
アフリカならびにアフリカ系辞典『アフリカーナAfricana』1によると、ガリフナとは、17

世紀半ば、カリブ海のセントビンセント島に難破した奴隷船から逃げた黒人奴隷が、島に

いた先住民カリブ族Caribeと混淆して形成されたといわれるエスニック集団である。ガリフ

ナは黒人の逃亡奴隷と先住民カリブ族の混血とされ、かつて英語の呼称では黒い先住民を

意味するブラック・カリブBlack Caribとも呼ばれた。1797 年、ガリフナはイギリス人によ

ってセントビンセント島からホンジュラスに追放されたといわれ、以来、ホンジュラスを

中心に中米のカリブ海沿岸に多く住む（Appiah and Gates 1999: 811-813）2。2001 年には、ホ

ンジュラスとグアテマラ、ニカラグアとベリーズに住むガリフナといわれる人の音楽・舞

踊・言語がユネスコの第 1 回世界無形文化遺産に認定された3。ガリフナに出自をもつホン

ジュラスの文化芸術スポーツ省元副大臣サルバドル・スアソによると、ガリフナという名

称は先祖がかつて呼ばれていた「カリブ族／カリブ海の人Caribe」から派生した自称であり、

「ガリフナの人種は黒人であるが、言語や文化は先住民である」という（Suazo 2002: 3-5; 筆
者インタビュー、2008 年 2 月 28 日、テグシガルパ）。 
ところで、1990 年代以降急速に進展した中米黒人史研究から、ガリフナ研究がおこなわ

れてきたホンジュラスのカリブ海沿岸には植民地時代から多様な黒人とみなされる人がい

                                                 
1 『ブリタニカ百科事典』に匹敵する黒人の百科事典の刊行をめざしたアフリカ系アメリカ人の

社会学者 W・E・B・デュボイス（1868-1963）の遺志を継いで、1999 年にアンソニー・アピア

Anthony Appiah とヘンリー・ルイス・ゲーツ Henry Louis Gates が中心になり編纂したアフリカ人

とアフリカ系アメリカ人に関する百科事典（Appiah and Gates 1999: ix）。 
2 ガリフナといわれる人の人口推計および国別分布は第 1 章 1 節「ガリフナ人口」を参照せよ。 
3  UNESCO. “Language, Dance and Music of the Garifuna.” http://www.unesco.org/culture/ich/R 

L/00001〔2014 年 8 月 19 日閲覧〕. 
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たことがわかる。1992 年、歴史家マリオ・アルゲタ Mario Argueta（1992）が『歴史なき人

びとの歴史 1900－1948 年』を刊行し、20 世紀初頭のカリブ海沿岸で国民国家統合上の問題

になった英語話者の黒人移民といわれる人びとの子孫が主流社会で等閑視され続けている

ことをあきらかにした。本稿が論じるとおり、国民国家形成期の英語話者の黒人移民問題

以来、主流社会でガリフナや黒人とみなされるさまざまな出自の人は黒人と一括され、歴

史なき存在として客体化されてきた。  
一方、1955 年からガリフナを研究する米国の人類学者ナンシー・ゴンザレスNancie 

Gonzalez［sic］4は「ガリフナを形成するすべての祖先のうちひとつだけが思い出される傾

向にあり、新しく創造されるすべてのものがそれ〔ガリフナ〕に当てはめられている。＜

中略＞すべてがガリフナ化Garifunizedしている」と述べる（Gonzalez 1988: 8カッコ内筆者）。

さらに今日では、民族運動の成果ならびに多文化主義的政策の帰結として「ホンジュラス

をガリフナ化しよう、世界をガリフナ化しようVamos a garifunizar Honduras y vamos a 
garifunizar el mundo」というスローガンのもと、黒人とみなされるガリフナの人びとはガリ

フナ文化をホンジュラス内外に積極的に広めている（Lacayo Sambulá 2011: 11）。後述すると

おり、ガリフナとよばれる人びとは歴史なき人びといわれ、世代をこえてうけつぐ歴史を

もたないにもかかわらず、セントビンセント島に出自をもつガリフナを名のる。他方、ガ

リフナ以外の出自を主流社会で主張する黒人といわれる人の動きはない。すなわち、さま

ざまな出自の黒人とみなされる人をガリフナという民族カテゴリーに引きよせる力がはた

らいている。しかし、その動態をあきらかにしようとする研究はおおくない。本研究では

黒人といわれる人びとがガリフナを名のり、セントビンセント島に由来する自分たちの歴

史を形成し、民族の境界を明確化させるガリフナ化のプロセスを社会背景に着目して検討

する。 
本稿では、ホンジュラスで黒人とよばれる人がガリフナを名のる理由とその経緯を検証

するために、名和克郎の「民族論的状況」というつぎの理解をもちいる。「民族は実体とし

て存在せず、『名』と実体をめぐる民族論的状況のみが存在する。＜中略＞『民族』は重層

的なものとして存在する可能性を持ち、『民族』という単一の水準を設けるのは、例えば学

者の側の作業でしかない」（名和 1992: 297, 305 カッコ内原文）。この指摘のとおり、研究者

がガリフナと名づける人は状況におうじてさまざまな名称でよばれてきた5。「民族論的状況」

という理解にもとづいて、黒人といわれる人びとがガリフナに収斂するガリフナ化のプロ

セスを名のる側だけでなく、名づける側からも問いなおす。この課題は人類学者ケビン・

イェルビントンKevin Yelvingtonが論考「ラテンアメリカとカリブ海地域におけるアフリカ

の発明」で「学術研究の過去との対話をつうじて」、「人類学の知が形成される状況に注目

しなければならない」と述べ、提起する「アフリカ系アメリカ人に関する人類学研究の再

歴史化」として当該地域で 2000 年以降盛んに取り組まれている人類学のテーマである

（Yelvington 2006: 40, 79）。 

                                                 
4 彼女は米国東部に位置するメリーランド大学人類学の名誉教授であり、米国を拠点に活動して

いる。そのため、名前は英語表記の読みにしたがいアクセントなしの「Gonzalez」とし、和文表

記も「ゴンザレス」とする。 
5 第 1 章 2 節「史料調査の検討」を参照せよ。 
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本稿は黒人といわれる人がガリフナを名のるガリフナ化のプロセスを検討するために、

ピエール・ノラがいう「記憶と一体化した歴史の終焉」に集約される以下の理解を踏襲し

ている。彼は「歴史認識のあり方全体が、メディアのせいで異常に膨張している」と述べ、

私たちはメディアが記憶をつくり、記憶が歴史をつくる時代に生きていると説明する（ノ

ラ 2002: 29-30）。日本の民間説話を対象にして記憶とメディアの関係を分析した秋葉弘太郎

は、ラジオやテレビだけでなく、民間説話を検証する研究者の研究自体が分析対象の民間

説話に影響をおよぼしていると述べる（秋葉 1993: 43）。Scott（1991: 262）によれば、とく

に新世界のアフリカ系子孫の人びとは人類学ではない語りにおいてさえ、人類学を「文化

の科学science of culture」とみなし、人類学者の説明にもとづいて自分たちの文化を理解し

てきたという6。このことを川田順造は「書かれたものから、口承の民話になったものもあ

る」と表現する（川田 1992: 207）。以上の記憶に関する理解とともに、本研究では、歴史

と記憶は現在における過去と未来の利害関係から形成される、という今日の人文科学の共

通理解にもとづいて検討をすすめる。 
本稿では、ガリフナ化のプロセスを長期と短期のふたつにわけて分析する。長期的観点

から検証するために、ガリフナとみなされる人がホンジュラスに上陸したとされる 1797 年

以降書かれた二次文献や先行研究にもとづく分析をおこなう。 
短期的観点から、ホンジュラスで黒人といわれる人がガリフナを名のる理由を考察する

ために、第 1 にガリフナとよばれる歴史家や年長者の 1970 年代以降の語りをとりあげる。

なぜなら、このころから、黒人とみなされる人がガリフナとして主流社会の新聞メディア

で自分たちの歴史や文化を主張しはじめたからである。歴史なき人びとといわれ、伝承す

る歴史をもたない黒人といわれる人びとが、どのように自分たちの歴史や文化を伝えてき

たのか検討する。 
短期的な第 2 の観点として、ガリフナを名のる人びとの 1990 年代における権利請願に着

目する。その理由は、疎外されていたガリフナとよばれる人の文化が国民文化として称賛

されはじめた時期だからである。そしてまた、現在もつづくガリフナ共同体の土地問題の

原因である政府と国際機関の大規模な観光開発がはじまる時期でもあったからである。土

地問題は生活の基盤となる空間と資源だけでなく、政治的権限をめぐる争いの場として、

権利請願の最重要課題になっている。 
ガリフナを名のる人びとの権利請願を分析するために、本研究ではチャールズ・ヘール

Charles Hale のネオリベラル多文化主義 neoliberal multiculturalism という概念をもちいる。か

れは「多国籍機関に支援されたラテンアメリカの支配層は、〔少数民族の〕文化の権利を注

意深く定め、新自由主義的計画に対する抵抗を抑えると同時に、文化の権利をもつ者たち

を新自由主義の流れに巻きこんでいる」と主張する（Hale 2005: 13 カッコ内筆者）。つまり、

少数民族を支援する多文化主義の理念が少数民族に弊害をもたらす新自由主義的計画を円

滑にすすめる役割をはたしていると示唆する。 
政治学者バン・コット Van Cottはヘールの概念を参照して新自由主義時代のラテンアメ

リカの多文化主義をふたつに分ける。第 1 は、チリやアルゼンチン、ペルーやグアテマラ

                                                 
6 第 2 章で詳しく述べるが、歴史学が黒人とみなされる人をほとんど研究してこなかったことに

も原因がある。 



9 
 

のようなネオリベラル改革が強く推し進められた国の多文化主義である。バン・コットは

ヘールにならい「ネオリベラル多文化主義」と呼ぶ7。第 2 は、エクアドルやベネズエラの

ように人びとの抵抗がネオリベラル改革を遅らせた国の多文化主義である。バン・コット

は「民衆多文化主義popular multiculturalism」と呼ぶ（Van Cott 2006: 295）。2010 年、アシズ

は論考「ラテンアメリカの国家改革と多文化主義の限界」でボリビアとコロンビア、メキ

シコの事例から結論する。「ネオリベラル多文化主義、またはネオインディヘニスモと呼ば

れてきたものは、古いインディへニスモに取ってかわった。多国籍開発機関の指導のもと、

＜中略＞公然と同化主義的政策をおこなっている。＜中略＞所得分配はより不均衡になっ

た」（Assies 2010: 71）。今日、ネオリベラルな多文化主義的政策の両義性がラテンアメリカ

で露呈している。 
政治学者ウィル・キムリッカWill Kymlickaは、ネオリベラル多文化主義をマイノリティの

シティズンシップを犠牲にして市場経済をうながし、国の連帯を犠牲にしてマイノリティ

を包摂する「連帯のない包摂inclusion without solidarity」とよぶ8。そのかわりに、かれはリ

ベラル多文化主義liberal multiculturalismという、すべての人びとにおなじモデルのシティズ

ンシップをあたえることで多様な文化が共存する多文化国家のありかたを模索している。

そして、これまで多文化主義的政策は短期的影響にもとづく自由市場との関係が強調され、

長期的観点から多文化主義的政策がシティズンシップにおよぼす影響があまり考察されて

いないと述べる（Kymlicka 2013: 119; 2015: 8）。そのため、本稿では、政府が黒人とみなさ

れる人を対象にする政策をはじめた 1970 年代にさかのぼり検討することで長期的観点から

黒人といわれる人の包摂を分析する。 
その一方、シダーSieder は「民族の違いを認めるシティズンシップの拡大は、＜中略＞市

民権の保障が弱く、社会経済的権利がほとんど存在しない大陸〔ラテンアメリカ〕で何を

意味するのだろうか」とラテンアメリカにおける多文化主義的政策に対して根本的な問題

を投げかけている（Sieder 2005: 301 カッコ内筆者）。この指摘はとくに重債務貧困国ホン

ジュラスに当てはまる。なぜなら、脆弱な政治経済構造が原因で、本稿が対象にする少数

民族の問題以前に、ホンジュラス人全般の社会保障が乏しいからである。そのため政府へ

の信用は低く、国民意識も弱い。テグシガルパに住む弁護士ホセは「ホンジュラス人はホ

ンジュラスのものに誇りをもたない。ナショナル・アイデンティティがないことが問題だ」

と言う（筆者インタビュー、2010 年 3 月 20 日、テグシガルパ）。民間人だけでなく、自由

党のカルロス・ロベルト・レイナ政権期（1994－1998 年）の文化芸術スポーツ省大臣ロド

ルフォ・パストル・ファスケジェ Rodolfo Pastor Fasquelle も論考「だれが祖国をつくったの

か？」で「我われは、ホンジュラスにナショナル・アイデンティティがない、または弱い

                                                 
7  バン・コットはボリビアの先住民運動を分析し、「ネオリベラルな異文化理解 neoliberal 
interculturalism」や「自由主義的インディヘニスモ liberal indigenism」という概念を打ち出したグ

スタフソン Gustafson（2002: 274）も参考にしている。 
8 キムリッカはカナダの移民問題の文脈でネオリベラル多文化主義を「連帯のない包摂」とみな

している。一方、移民を国の福祉政策から排除する福祉排外主義 welfare chauvinism をマイノリ

ティを犠牲にして国を連帯させる「包摂のない連帯 solidarity without inclusion」とよぶ（Kymlicka 
2015: 8）。 
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とよく聞く」と述べていた（Pastor Fasquelle 2002: 299）。ホンジュラス人の国民意識の低さ

は政府の統治能力の低さを表しているといえよう。ホンジュラスで多文化主義的政策が導

入された背景には、もともと弱い政府の求心力をたかめる思惑があったのである。 
本稿が詳述するとおり、1990 年代以降、外圧を受け国民党のラファエル・リカルド・カ

ジェハス Rafael Ricardo Callejas 政権が実施した構造改革の結果、ホンジュラスの人びとは

困窮し、政府への不信がたかまっていた。とくに、少数民族の人びとは国際機関や外国資

本の開発プロジェクトが原因で共同体の土地を奪われていた。そのため、外国資本を優遇

する政府を、先住民やガリフナといわれる活動家は「企業家国家 Estado empresario」と批判

してきた。政府と国際機関は補償として多文化主義的プロジェクトを実施してきたが、少

数民族の人びとはプロジェクトの短期的な利益と引きかえに長期的な展望をうしないつつ

ある。 
 その一方、国外ではつぎのとおり、ホンジュラスは国際社会の一員としてふさわしい社

会インフラを兼ねそなえる国として取りあげられている。自由党のロベルト・ミチェレッ

ティRoberto Micheletti が大統領を務めていた 2009 年 12 月、経済誌『ラテン・ビジネス・

クロニクルLatin Business Chronicle』は、ホンジュラスがラテンアメリカで 2 番目にグロー

バル化した国になったと報じ、外資参入が進んでいることを明らかにしている（Chronicle 
Staff 2009）9。 
翌年の 2010 年、国連開発計画 UNDP 顧問パブロ・パスカル Pablo Pascale はホンジュラス

をブラジル、コロンビア、エクアドル、パナマ、ウルグアイと共にアフリカ系子孫を対象

にしたアファーマティブ・アクションがある国として注目した（Pascale 2010: 8）。つぎの

図 1－1 はアフリカ系子孫および差別に関する各国の法的取り組みをあらわしたものである。

国際研究機関インターエージェンシー・コンサルテーション・オン・レース・イン・ラテ

ンアメリカ Inter-Agency Consultation on Race in Latin America はホンジュラスを「アフリカ系

子孫を対象にした重要な反差別法がある国」に位置づける。その理由として同機関は、憲

法第 60 条で人種 raza にもとづく差別を禁止している点や、政府が 1960 年に国際労働機関

ILO の「雇用及び職業についての差別待遇に関する条約」（第 111 号）と 2002 年に国連の

「あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際条約」を批准したこと、さらに 4 月 12 日を

ガリフナ文化の日に制定したこと、そして大統領令で「人種差別と外国人嫌悪に反対する

全国委員会 Comisión Nacional contra la Discriminación Racial, el Racismo y la Xenofobia」をつ

くることを決めた点をあげている（Inter-American Dialogue 2004: 5）。調査対象 19 カ国のう

ち、アフリカ系子孫とみなされる人を対象にした反差別法がある国はブラジル、コロンビ

ア、キューバ、エクアドル、ニカラグア、ペルー、ホンジュラスの 7 カ国だけである。後

述するとおり、2000 年以降、ホンジュラスでガリフナとよばれる閣僚が何人もあらわれて

おり、国際機関はホンジュラスをアフリカ系子孫といわれる人の問題に取りくむ国として

評価し、アフリカ系子孫の社会参加を目的にする国際会議をホンジュラスで幾度も開催し

てきた。 
 

                                                 
9 GDP に占める財・サービスの輸出入、外国直接投資、観光収入、海外送金の割合、インター

ネットの普及率から計算。 
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図 1－1 アフリカ系子孫と差別に関する各国の法律 
出典： Inter-American Dialogue. “Constitutional Provisions and Legal Actions Related to 

Discrimination and Afro-Descendant Populations in Latin America.” Race Report, August 
2004, p.1 から筆者作成 

 
上記のとおり、ホンジュラスの多文化主義的政策は国内と国外、および国際機関と受益

者で評価が異なる。このような多文化主義の特質を哲学者スラヴォイ・ジジェク Slavoj Žižek
は 1997 年の論考「多文化主義、または多国籍資本主義の文化ロジック」で次のとおりいち

はやく指摘していた。「グローバルな資本主義の理想的なイデオロギーが多文化主義である。

＜中略＞伝統的な帝国主義的コロニアリズムとグローバルな資本主義の自己植民地化の関

 

 

 
 

アフリカ系子孫を対象にしたメジャーなmajor反差別法がある 

アフリカ系子孫を対象にした重要な important反差別法がある 

アフリカ系子孫を対象にした反差別法がない、またはほとんどない 

一般的なgeneral反差別法がある 
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係は、西洋の文化帝国主義と多文化主義の関係とまさしくおなじである。グローバルな資

本主義が国民国家本国を植民地化せずに植民地化し、多文化主義が西洋の特定の文化に依

拠せずにローカルな文化に対するヨーロッパ中心主義的な価値観をささえているのと同じ

である」（Žižek 1997: 44）。この説明にしたがえば、多文化主義は寛容な支配の論理である

ことがわかる。すなわち、少数民族に対する政府や国際機関の政策を正当化する論理と言

えよう。ガリフナといわれる人びとの権利請願を分析対象にして、多文化主義的政策の功

罪を検証する。 
以上の問題設定のもと、筆者は 2005 年 9－10 月、2006 年 9－10 月、2008 年 2－3 月、2009

年 10－2010 年 10 月、2011 年 2－3 月、2012 年 2－3 月にホンジュラスにおいて、2012 年 9
月にニューヨークで文献調査とフィールド調査を実施した。 

文献調査は首都テグシガルパの国立公文書館 Archivo Nacional de Honduras と民族歴史公

文書館 Archivo Etnohistórico、ホンジュラス国立自治大学 Universidad Nacional Autónoma de 
Honduras とフランシスコ・モラサン国立教育大学 Universidad Nacional Pedagógica Francisco 
Morazán でおこなわれた。 

フィールド調査は、参与観察と半構造化および非構造化インタビューでおこなわれた。

おもな調査地はホンジュラス内陸部の首都テグシガルパとカリブ海沿岸である。首都テグ

シガルパではつぎの機関でインタビュー調査をした。ホンジュラス国立民俗舞踊団 Ballet 
Folklórico Nacional de Honduras、ホンジュラス土着民同盟 Confederación Autóctona de 
Honduras、先住民アフリカ系子孫省 Secretaría de Estado en los Despachos de Pueblos Indígenas y 
Afrodescendientes、文化芸術スポーツ省 Secretaría de Culura, Artes y Deportes、ホンジュラス

人類学歴史学研究所 Instituto Hondureño de Antropología e Historia である。カリブ海沿岸のイ

ンタビュー調査は、アトランティダ県の港町ラセイバ La Ceiba とテラ Tela を中心に近郊の

ガリフナ共同体でおこなわれた。ほかに先住民レンカ族といわれる人が住む内陸部インテ

ィブカ県の市エスペランサ Esperanza と、国際会議が開かれたコロン県の町トコア Tocoa で
も調査をした。 
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図 1－2 調査地テグシガルパとラセイバ、テラの位置（筆者作成） 
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港町ラセイバはホンジュラスで 3 番目に大きな街といわれ、人口 157249 人を有する

（Municipio de La Ceiba 2005: n. pág.）。20 世紀なかばまでバナナの積出港としてさかえ、20
世紀後半以降は観光地としてホンジュラス内外にひろく知られている。首都テグシガルパ

から 397 キロメートルの距離に位置し、飛行機で 1 時間、高速バスで 8 時間かかる。港町

ラセイバの調査理由はふたつある。第 1 は、ガリフナといわれる人びとが 1977 年に設立し

た「ホンジュラス黒人友愛協会Organización Fraternal de Negros Hondureños、略称

OFRANEH」10と、1992 年に設立した「民族共同体開発機構Organización de Desarrollo Étnico 
Comunitario、略称ODECO」の事務所があったためである11。第 2 の理由は、英語話者黒人

とみなされる人がおおく住み、ガリフナとよばれる人との比較調査に適していたからであ

る。 
 

 
 
図 1－3 調査地ラセイバの中心部（筆者作成） 

                                                 
10 2010 年、イベロアメリカ 21 か国のアフリカ系子孫組織 411 団体の 40％にあたる 161 団体が

参加する調査がおこなわれた。その結果、1980 年以前に合法的に設立されたアフリカ系子孫の

組織は 2％、3 つの組織だけであった。50％以上は 2000 年以降に設立されたという（Pascale 2010: 
7, 20）。1977 年創設の OFRANEH はきわめて先駆的な組織といえる。 
11 OFRANEH は各共同体の代表者から形成され、現在ミリアム・ミランダ Miriam Miranda が代

表をつとめる。2012 年 9 月、OFRANEH 事務所はラセイバ中心部から近郊のガリフナ共同体サ

ンボクリーク Sambo Creek に移った。ODECO は OFRANEH 出身のセレオ・アルバレス・カシル

ド Céleo Alvarez Casildo が統括する NGO 組織である（筆者インタビュー、2012 年 9 月 17 日、ニ

ューヨーク）。 

ラセイバ中心部 

・OFRANEH 

・ODECO 

カリブ海 
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港町テラはラセイバの西 100キロに位置し、人口は 92817人である（Municipio de Tela 2003: 

n. pág.）。テラには 1912 年から 1976 年までテラ鉄道会社があり、バナナの運搬の拠点とな

っていた。首都テグシガルパから高速バスで 6 時間、ラセイバからは 2 時間かかる。港町

テラを選択した理由はふたつある。ひとつは、分析対象となるガリフナ共同体の土地問題

がテラ近郊のサンファン San Juan共同体とトルナベTornabé共同体で起きているからである。

もうひとつは、トルナベで、第 5 章のおもな対象となる世界銀行の貧困削減戦略「われわ

れのルーツ Nuestras Raíces、略称 NR」がおこなわれていたからである。 
 

 
 
図 1－4 港町テラおよびガリフナ共同体サンファンとトルナベ（筆者作成） 
 
つぎにデータ分析の枠組みを説明する。本稿では人種概念をめぐる利害関係がおもな分

析対象となっている。本稿でもちいる人種概念はつぎのふたりの人類学者の理解を踏襲し

ている。ひとつは『ラテンアメリカの人種とエスニシティRace and Ethnicity in Latin America』
の著者ウェードの見解である。彼は「人種は生物学的に存在しない。＜中略＞人種は社会

的構築物であり、人種概念は単なる考えに過ぎない。人種の優劣は歴史的につくられたも

のであり、そのルーツはヨーロッパ人の植民地支配にある」と述べる。人種という言葉は

16 世紀はじめにヨーロッパの言語にあらわれ、1800 年ごろまでおなじ出自の人びとの集ま

りを意味し、外見は重要な判断基準ではなかった。19 世紀、ヨーロッパにおける生物学の

出現をきっかけに出自のちがいにもとづいていた人種概念が生物学的なちがいとみなされ

るようになった。さらに、ヨーロッパの人びとがアフリカ大陸や南北アメリカ大陸、アジ

ア太平洋地域で植民地支配や奴隷制をとおして接触した様ざまな出自の人についての情報

をもとに、ヨーロッパの人びとを頂点とする人種概念の序列化が形成された。そのため、

人種概念には各地の異人種間の歴史的な権力関係がうめこまれており、地域と時代によっ

てちがうという12。たとえば米国とラテンアメリカでは黒人のとらえ方が異なり、米国では

                                                 
12 ブラジルの人種問題を調査する社会学者テルズ（2011: 45-46）も「人種の概念と人種に関する

トルナベ 
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テラ 
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黒人の血が一滴でも混ざっていたら黒人といわれる一方、ラテンアメリカでは混血の黒人

とみなされる人は黒人とよばれない場合があると説明する（Wade 2010: 5-13）13。 
彼の指摘をふまえ、本稿では次の 3 点に留意した。第一は、黒人とみなされるガリフナ

に言及した英語とスペイン語の歴史資料を検討する際、人種概念が地域と時代、言語によ

ってちがうことを念頭において分析した。第二に、ホンジュラスにおける黒人の概念の変

遷に留意して、黒人といわれてきた人びとのガリフナ化の過程を検討した。第三に、黒人

と定義されてきたガリフナの人びとが 1990 年代以降、先住民や土着民 autóctono を名のりは

じめた経緯を、先住民と土着民という人種・民族概念が 1990 年代のホンジュラスにおいて

もつ社会的背景に注目して検証した。 
本稿が依拠したもうひとつの人種概念は、竹沢が『人種概念の普遍性を問う』で提起し

た 3 つの人種概念である。竹沢は「社会分化した集団の差異が、世代を超えて継承され、

＜中略＞その差異が明瞭な優劣や排除をともなって政治・経済・社会制度に表現される」

人種概念を「小文字の race」と呼び、「科学的概念として流通する人種」を「大文字の Race」
と呼ぶ。そして、社会で劣位の人種とされたさまざまな集団が支配へ抵抗し、マイノリテ

ィの主体自身を再編させるなかで、新たな積極的な意義づけを与えた人種概念を「抵抗の

人種 Race as Resistance」と呼ぶ（竹沢 2005: 29-31）。 
竹沢の 3 つの人種概念に着目する理由はふたつある。ひとつは竹沢が「小文字の race」と

「大文字の Race」という人種概念をもちいて「人種」の過去をふりかえるだけでなく、「抵

抗の人種」という未来志向の人種概念をもちいて、「人種」の未来を変えようとしているか

らである。竹沢の理解はホンジュラスの「小文字の race」と「大文字の Race」を分析して

黒人の歴史をふりかえり、黒人とよばれるガリフナの請願運動という「抵抗の人種」をつ

うじて、ホンジュラスの「人種」の未来を問う本研究のテーマと合致する。そして、もう

ひとつの理由は、この視座がフィールドワークで収集した人びとの語りを分析するために

本稿が依拠するムディンベ Mudimbe（1994）の言説の 3 分類に通じるからである。 
ムディンベは『アフリカの考え The idea of Africa』で、調査した人びとの語りを 3 つに分

ける。第 1 は民衆の語りである。伝説や歴史のもととなり、おおやけに語られることはな

いが、永続する人びとの理解である。第 2 は学問のように、自分の考えを批判的に検討し、

相対化する語りである。第 3 は、他者の語りを問いなおすと同時に自身の考えもとらえな

おすものである。かれによると、3 つのレベルは交錯し、とくに、第 3 のレベルで小文字の

歴史 history of histories、すなわち、主流社会の大文字の歴史 History でとりあげられてこな

                                                                                                                                               
用語の使用についての注記」で同様の説明をする。「社会学における統一見解として、人種は、

生物学的な論拠をほとんどもしくはまったく持たない社会的な構成概念である。＜中略＞人種の

ような概念の内在する意味は言語によって大きく異なっている。＜中略＞ブラジルでは一般に

『肌の色』が用いられるのに対し、合衆国においては『人種』がより一般的である」。 
13 ホンジュラスで混血の黒人といわれる米国のバラク・オバマ大統領は黒人か混血か意見がわ

かれている。ホンジュラスの主流社会を形成する混血とみなされる大学生カティ・エスメラル

ダ・ロペスは「オバマ大統領は混血であり、黒人ではない」と述べた（筆者インタビュー、2011
年 3 月 15 日、テグシガルパ）。一方、黒人といわれるガリフナの人びとはオバマ大統領を黒人と

みなしている。 
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かった歴史なき人びとの歴史が形成されるという（Mudimbe 1994: xiii-xiv）。本研究が主と

して取りあげる資料は第 2 の学問の語りと第 3 の再帰的な語りである。一方、筆者の語り

は第 2 と第 3 の語りをときほぐした第 2 の語りに位置づけられ、1950 年代からガリフナを

研究してきたゴンザレスのような伝統的な第 2 の語りではない。とくに、決して、第 1 の

語り、すなわち調査地の人びとの考えそのものをあらわしているわけではないことを確認

しておく。 
本稿では人種をめぐる人びとの語りを分析するために、先に述べた竹沢（2005）の 3 つ

の人種概念とムディンベの語りの 3 分類をつぎのとおり結びつけている。ムディンベの第 1
の民衆の語りは竹沢の「小文字のrace」に相当する。つまり「社会分化した集団の差異が、

世代を超えて継承され、＜中略＞その差異が明瞭な優劣や排除をともなって政治・経済・

社会制度に表現される」人種概念である。第 2 の学問のように検討し相対化する語りとは

「大文字のRace」、すなわち「科学的概念として流通する人種」に対応する。そして、ムデ

ィンベの第 3 の再帰的な語りは「抵抗の人種」に符合するものとして捉えている。つまり

社会で劣位の人種とされたさまざまなマイノリティが支配へ抵抗するなかでマイノリティ

の主体自身を再編させ、あらたに積極的な意義づけを与えた人種概念である（竹沢 2005: 
29-31）14。後述するとおり、本稿は各人種概念にしたがい章立てされている。 

インタビュー対象は、黒人や先住民といわれる活動家、政府関係者や共同体理事、農民

や漁師など少数民族の問題にかかわる人びとであった。インタビューはスペイン語でおこ

なわれた。ガリフナ 65 名、英語話者黒人 5 名、先住民レンカ族 5 名、先住民ミスキート族

7 名、先住民タワウカ族 1 名、混血 16 名が対象になった。21 歳から 68 歳の人びとにイン

タビューをした15。ガリフナといわれる人の 20－30 代のおおくは米国に出稼ぎに行き少な

いことや、歴史的観点からの説明をもとめたため 40 歳以上が中心となった。 
とくに、書籍を刊行した人びとに焦点をあてた。その理由はふたつある。ひとつは、ホ

ンジュラス人の約 30％が読み書きができず、人びとの情報・教育格差が日本よりおおきい

と筆者が感じるホンジュラス社会で、民族問題に精通した語り手を見つけるのは難しいと

考えていたからである。もうひとつは、著作をもつ知識人こそ、本稿が参照する分析概念、

ムディンベの第 3 の語り、すなわち主流社会の歴史で取りあげられてこなかった歴史なき

人びとの歴史に関する言説を生産してきたと考えたからである。そしてまた、竹沢（2005: 
30-31）が主張する「抵抗の人種」、つまり、支配へ抵抗するなかで積極的な新しい意味を与

えられた人種概念を形成してきたと筆者が考えるからである。 
フィールド調査で留意したことを説明する。それは、2009 年に、アンドリューズAndrews

（2009: 193）が「誰が、なぜ、アフリカ系ラテンアメリカ人を研究するのか？」と問題提

起したように、今日、調査者の社会的立場および調査目的が注視されている点である。従

来は調査者の客観性が問われたが、今日の社会科学では、知識の生産は権力とむすびつい

ていることが周知されており、調査者の社会的立場が問われている。このことは、1998 年

                                                 
14 先述の Wade (2010: 4)も人種概念を民衆の語り、学問の語り、政治的な語りと３つに分けて分

析している。第 3 の人種概念を、竹沢は「抵抗の人種」、ウェードは「政治的な語り」と表現す

る。二人の表現は異なるが似た志向性をもつといえよう。 
15 詳しくは情報提供者リストを参照せよ。 
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9 月 19 日のホンジュラス紙記事のタイトル「考古学と人類学は現地の要請に応じるべき」

が示すとおり、ホンジュラスでまさに問題となっている（Honduras This Week, September 19, 
1998）16。現在のホンジュラスで外部の研究者は調査対象の要望に応えることが求められて

おり、研究者と研究対象の関係がガリフナ研究がはじまった 1950 年代と大きく異なる。と

くに、ガリフナといわれる人が外部の研究者に批判的な見解をもつことを、人類学者アン

ダーソンが 2000 年にテキサス大学に提出した博士論文に記していた。彼は調査中、

OFRANEHのメンバーが「人食いantropófagosの異名をもつ人類学者antropólogosに用心して

いた」と述べる。OFRANEHは「人類学者は文化を博物館の標本のようにあつかう」だけで

なく、「研究成果を調査したガリフナの人びとと決して共有しなかった」と非難していた

（Anderson 2000: 65）。 
さらに、カリフォルニア大学バークレー校の人類学博士号をもつベリーズのガリフナ知

識人ジョセフ・パラシオJoseph Palacioによると、ガリフナ研究は 50 年以上にわたり外部の

者が中心になりおこなってきたが、20 世紀後半ガリフナがみずから研究しはじめたことで

かわりはじめているという（Palacio 2006: 9）17。すなわち、今日では、研究対象であったガ

リフナといわれる人が外部の研究を参照して自分たちの文化を語りはじめている。とくに、

米国の大きな影響にさらされてきたホンジュラスの知識人たちは、国際機関がうながす多

文化主義の潮流のもと、自分たちで自分たちの歴史をつくることを強く望んでいるとJoyce
（2008: 57）はいう。このような状況下、調査はおこなわれ、筆者は首都と沿岸部で「所属

機関はどこですか¿Cuál es su institución?」とガリフナとよばれる人にいくどもたずねられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 
16 同記事によると、外国人がホンジュラスの歴史を教えることは違法であるにもかかわらず、

ホンジュラス人類学歴史学研究所の民族部門代表は 12 年間外国人であったという。記者は米国

人の深い関与を「ヤンキー帝国主義」と糾弾している（Honduras This Week, September 19, 1998）。 
17 第 3 章で説明するホンジュラス国立民俗舞踊団代表アルマンド・クリサント・メレンデス

Armando Crisanto Meléndez は執筆活動もおこなってきた。米国ではホセ・フランシスコ・アビラ

José Francisco Ávila などガリフナといわれる様ざまな人が英語とスペイン語で本を刊行している。 
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つぎの図 1－5 は、ガリフナ共同体の住民が調査中の筆者を写したものである。筆者が住

民に筆者のカメラを貸したところ、筆者の気がつかないうちに住民が筆者を撮影していた。

撮影された時、筆者はフィールド・ノートを執筆しており、カメラを全く意識していなか

った。後日出てきたこの写真から、他者である筆者に向けられた調査地の人びとのまなざ

しをあらためて実感した。調査する者が調査されていると言えよう。そのため、筆者は調

査の客観的手法だけでなく、調査者と研究対象との関係、および調査の社会的状況が重視

されていることを留意してフィールド調査をした。 
 

 
 
図 1－5【写真】ガリフナ共同体リオティント調査中の筆者（2010 年 6 月 2 日調査地の住民撮影） 
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つぎに、調査状況を筆者個人のレベルと社会のレベルにわけて以下に記す。筆者と研究

対象の個人的関係をあらわす例として、本稿でたびたび引用されるふたりの人物との関係

をとりあげる。ひとりは、筆者が 2006 年、首都テグシガルパでホンジュラス国立民俗舞踊

団の一般開放講座「ガリフナの歴史」（図 1－6）を受講し面識を得た歌手エルマン・アルバ

レス Herman Álvarez（65 歳男性）である。歴史なき存在として扱われてきた人びとが自ら

歴史を語る場として筆者はこの講座を注目し、受講した。2010 年、筆者は彼の案内のもと

カリブ海沿岸の港町テラ近郊のガリフナ共同体サンファン San Juan を調査した。 
 

 
 
図 1－6【写真】筆者が受講した国立民俗舞踊団のガリフナ講座（2006 年 8 月 2 日筆者撮影） 
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ふたり目は、OFRANEH 副代表カルラ・ガルシア Carla García（40 代女性）である。筆者

は第 2 章で登場するラセイバでホテルを経営する英語話者黒人といわれるマイケル（仮名）

を通じて彼女と知り合いになった。先行研究とおなじく、筆者も彼女に調査の目的と内容

を尋ねられた。そのため、筆者は 2012 年 9 月、ガリフナとよばれる人の土地問題を論じる

内容をメキシコで発表する際、原稿の内容とスペイン語の確認を彼女に依頼した（金澤 
2012a）。副代表は原稿の段階から筆者の調査内容を把握しており、調査を了解していた。筆

者は副代表をつうじてガリフナ共同体の集会や国際会議に参加していた。 
筆者は外部の調査者として研究対象のガリフナといわれる人に質問をするだけでなく、

関係を構築するためにたびたび日本の歴史と文化をかれらに話した。たとえば、第 5 章の

調査の際、ホンジュラス人が「日いづる国 el país del sol naciente」として知る日本の創世神

話をはなした。その目的は、先住民および土着民と自己認識するガリフナとみなされる人

がどれだけ土地に根ざした考えをもっているのかを確かめるためであった。キリスト教世

界にいきるガリフナとよばれる人びとは、紀元前すなわちキリスト誕生以前の日本の創世

神話や建国神話を興味深く聞いていた。その後、このインタビューをきっかけに、新世界

で形成されたガリフナといわれる人びとの創世神話の検討へと調査が発展した。 
つぎに、調査がおこなわれた社会背景を説明する。調査は、筆者が受講した国立民俗舞

踊団のガリフナ講座のように、歴史がない存在として客体化されてきた人びとがローカル

に自分たちの歴史を語るだけでなく、グローバルにも語りはじめている状況でおこなわれ

た。調査中の特筆すべきグローバルな出来事として、国連がアフリカ系子孫といわれる人

の問題に取りくんでいたことが挙げられる。2002 年、調査地のラセイバで国連の高等人権

委員会が「第 1 回南北アメリカのアフリカ系子孫に関する地域セミナーPrimer Seminario 
Regional sobre los Afrodescendientes de las Américas」をガリフナ組織 ODECO の協力のもと開

催し、「ラセイバ宣言 Declaración de La Ceiba」を残していた（United Nations 2002）。ODECO
は 1992 年の設立以来、さまざまな黒人の国際会議やワークショップを国際機関と開催し、

ホンジュラス内外に黒人とよばれる人の問題を自ら発信してきた。 
2011 年、国連の「アフリカ系子孫の国際年 Año Internacional de los Afrodescendientes」にラ

セイバで「第 1 回アフリカ系子孫世界サミット Primera Cumbre Mundial de los 
Afrodescendientes」が開催された（図 1－7）。近年増えているガリフナといわれる閣僚のひ

とり、先住民アフリカ系子孫省大臣ルイス・フランシスコ・グリーン Luis Francisco Green
が出身母体であるラセイバの ODECO とともに式典の運営を担った。南北アメリカ大陸とア

フリカ大陸からおおくの代表者があつまった（ODECO 2012）。このように、国連の活動を

とおして、ガリフナ組織だけでなく、ポルフィリオ・ロボ政権もホンジュラスの黒人とみ

なされる人の問題に積極的に関与している最中、フィールド調査がおこなわれた。 
そのため、人種・民族問題を調査する部外者の筆者をいぶかしげに見る民族運動関係者

がおり、当初はインタビューをするのに制約があったといえる。しかしながら、時間の経

過とともに、ほとんどの人は筆者に協力的になった。それは、彼ら、彼女らが抱える民族

問題をホンジュラス内外に知らしめる意図からであったのだろう。他方、2014 年 1 月に廃

止された先住民アフリカ系子孫省が稼働していた時期に調査をしていたことが筆者にとっ

ておおきな利得であった。筆者は同省を訪れ、大臣にインタビューをしたり、政策立案会
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議にオブザーバーとして参加する機会を得た。 
2013 年 12 月 30 日、国連は「アフリカ系子孫の国際 10 年Decenio Internacional de los 

Afrodescendientes」を批准した。2015－2024 年までアフリカ系子孫とみなされる人を対象に

したさまざまなプロジェクトを企画している18。フィールド調査を終え、改稿作業中の現在、

ガリフナ組織OFRANEHはニューヨークにすむガリフナとよばれる人が中心になり国連に

事務所をもうけようとしている（筆者インタビュー、2012 年 9 月 17 日、ニューヨーク）。

ガリフナ組織は国内での権利請願を重視する先住民組織とは異なり、現在も国外から政府

に圧力をかける方法を模索している。 
 

 
 

図 1－7 第 1 回アフリカ系子孫世界サミットのポスター 
出典：ODECO ホームページ 2011 年 3 月 22 日記事 
http://odecohn.blogspot.jp/2011/03/unicef-unfpa-respaldan-primera-cumbre.html〔2013 年 3 月 30 日閲覧〕. 

                                                 
18  United Nations. “Asamblea General aprueba celebración de Decenio Internacional de los 
Afrodescendientes.” http://www.un.org/spanish/News/story.asp?NewsID=28373#.VAKvGFIcTIU 

〔2014 年 8 月 30 日閲覧〕. 
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これまで筆者は米国の先行研究を参考にして、ホンジュラスで調査をしてきた。本稿で

は、さらに、日本の社会科学の動向および現地調査にもとづいて、筆者が参照してきた米

国の先行研究を批判的にとらえなおす。この方法は、フランス、アフリカ大陸、日本で研

究する川田順造が研究者自身の主観を相対化する手段として提起する「文化の三角測量」

を念頭にいれたものである。ここで確認したいことは、本稿は筆者の置かれた研究環境お

よび社会的立場からうまれたひとつの解釈にすぎないことである（川田 2001: 328-329）。 
最後に、ガリフナ化を名づけと名のりの双方から検証する本稿の構成をしめす。本稿は

外部の研究者や政府関係者が黒人とみなされる人を客体化する名づけのプロセスをあつか

う第 1 章と第 2 章、ならびに黒人といわれる人がガリフナとして土地に根ざした民族の歴

史を形成していく名のりの経緯を追う第 3 章と第 4 章、第 5 章にわけられる。巻末には資

料として、「1900 年から 2014 年までの政治体制とおもな出来事」を載せ、ガリフナとよば

れる人びとが対峙する各政権の特徴と社会背景を説明している。竹沢（2005）の 3 つの人

種概念に位置づけると、第 1 章と第 2 章の名づけの過程では「小文字の race」と「大文字の

Race」が分析対象となり、第 3 章と第 4 章、第 5 章の名のりの文脈ではおもに「抵抗の人

種」が取りあげられる。 
第 1 章では、ガリフナ化を名づけの観点から分析する。まず、先行研究を整理し、ガリ

フナといわれる人の特徴をまとめる。つぎに定説となっているガリフナの分類方法、研究

者が史料調査とフィールド調査にもとづいてガリフナを名づける方法を検証する。この章

では「科学的概念として流通する人種概念」、「大文字の Race」が分析対象となる。 
第 2 章では、ガリフナ化が起きている調査地の歴史をふりかえる。調査地にいた黒人と

みなされる様ざまな出自の人の歴史を植民地時代から 20 世紀前半まで記述する。とくに、

権威主義的統治体制がしかれていた 20 世紀初頭、カリブ海沿岸のバナナ・プランテーショ

ンで英語話者の黒人移民問題がおき、それ以来、優生学にもとづくホンジュラスのナショ

ナリズム「混血思想」が原因で黒人とみなされる人は等閑視されてきたことを説明する。

ここでは、ホンジュラスで世代を超えて継承されてきた優劣や排除をともなう人種概念「小

文字の race」と科学的な人種概念「大文字の Race」の融合により生じた黒人とみなされる

人をめぐる社会問題をあつかう。 
第 3 章では、世代をこえてうけつぐ歴史をもたなかった黒人とみなされる人びとが、1970

年代にセントビンセント島にルーツがあるガリフナを名のり、ガリフナとして自分たちの

歴史をつくりはじめるガリフナ化の萌芽期を記述する。1970 年代以来ガリフナとよばれる

人びとの文化をホンジュラス内外にひろめてきた国立民俗舞踊団代表の歴史家クリサン

ト・メレンデスの活動をとりあげる。この章では、否定的なイメージをもっていたカリブ

族 caribe、ブラック・カリブ black carib とよばれていた黒人とみなされる人の文化が、ガリ

フナという名称とともに新たに積極的な意味をもち、ホンジュラスの民俗文化になる経緯

を描く。ここでは、メレンデスは軍政期にガリフナ文化を主流社会に組みこむために混血

思想に則した形でガリフナといわれる人がもつ黒人性を表現していた点に留意して検証を

すすめる。 
第 4 章では、黒人とよばれる人が 1990 年代にガリフナを名のり活発に権利を請願しはじ

めるガリフナ化の外的要因を検討する。1980 年代はじめに軍政がおわり、権威主義体制か
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ら準民主主義および民主主義体制に移行した 1990 年代半ば以来、政府と世界銀行は少数民

族を対象にする多文化主義的開発プログラム「我われのルーツ」を実施し少数民族の生活

水準向上をうながしてきた。しかし同時に進められた国際機関主導の構造改革が原因でガ

リフナといわれる人びとは共同体の土地と資源と権限を奪われてきた。政府と世界銀行の

援助と収奪という相反する政策にさらされた黒人とよばれる人びとは「抵抗の人種」とし

て広まりはじめていたガリフナの名のもとに連帯をはじめた。国際機関の介入にともない

1990 年代に先鋭化した黒人とみなされる人の権利請願の社会背景を記述する。 
第 5 章では、ガリフナを名のり権利を請願するガリフナ化が 1990 年代に先鋭化した内的

要因を検討する。とくにガリフナ組織 OFRANEH が先住民と連帯し、先住民の権利を保障

する国際法 ILO 第 169 号条約にもとづいて共同体の土地所有権をもとめる背景に着目して

分析をすすめる。国際金融機関の新自由主義的な政策はラテンアメリカだけでなく、南ア

ジアやアフリカでも民族問題をひきおこし、当該社会では先住民であるか否かが利害を決

める要素となり、先住民という概念が各地の実情に照らしあわせて検討されはじめている

（Aminzade 2003; Jefremovas and Perez 2011）。ガリフナといわれる人を事例にして、1990 年

代にグローバルな「抵抗の人種」として捉えなおされはじめた先住民という概念の利害関

係を考察する。さらにこの章では、ガリフナ化はホンジュラスで黒人とみなされる人が先

住民というグローバルな「抵抗の人種」と、ホンジュラスの土地に根ざした人を意味する

土着民という草の根の「抵抗の人種」に自己同一化する過程で起きていることを記し、ガ

リフナ化とは、歴史なき人びととみなされてきた新大陸の黒人が土地に根ざした歴史を形

成する「黒人の先住民化」のプロセスであることを示す。 
以上の作業をとおして、ガリフナを名づける側と名のる側の観点からガリフナ化の社会

背景を検討し、ホンジュラスで黒人とよばれる人びとが土地に根ざした歴史を形成し民族

の境界を鮮明化させていく「黒人の先住民化」を描く。 
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おわりに 
 
 2009 年 5 月、ホンジュラスでクーデターが起きた。5 か月後の 2009 年 10 月、筆者は 1
年間の現地調査をはじめた。調査が進むにつれ、ガリフナといわれる人びとの生活が悪化

している状況がうかがえた。クーデターが追い打ちをかけたかのようであった。友人のガ

リフナはニューヨークに移住した。「子どものために、ホンジュラスの不安定な政治経済状

況に見切りをつけた」と述べた（筆者インタビュー、2012 年 9 月 14 日、ニューヨーク）。 
2009 年のクーデターが原因で、2006 年からホンジュラス人類学歴史学研究所代表をつと

めるダリオ・A・エウラケ博士が解任された。彼は言う。「軍事クーデターが起こした政治

危機は 2008 年末にホンジュラスではじまっていた世界不況の影響に拍車をかけた。ホンジ

ュラス人類学歴史学研究所の収入は国際協力が凍結すると急激に減少した。＜中略＞米州

開発銀行の資金援助が止まり、クーデター政府の文化省と観光省は我われが 2006 年から推

進してきた文化政策を嫌った」（Euraque 2010: 34）。同研究所関係者は「今の代表は関係の

ないエンジニアが務めている。すべてが政治だ」という（筆者インタビュー、2009 年 11 月

3 月、テグシガルパ）。今日、ホンジュラスの少数民族を対象にした政策自体、風前の灯と

言える。黒人や先住民に分類される活動家、さまざまな研究者が「現在、民族運動は衰退

している」と指摘する。世界不況とクーデターが原因で、分析対象である国際機関と民族

運動の影響が弱まっている最中調査はおこなわれた。 
研究の目的は、ホンジュラスで歴史なき人びとといわれてきた黒人とみなされる人がガ

リフナを名のりホンジュラスに根ざした歴史を形成するガリフナ化のプロセスを名づける

側と名のる側の観点から検討することであった。 
第 1 章では、ガリフナ化を名づけの観点から分析した。研究者はどのように黒人とよば

れるガリフナを調査地にいる黒人とみなされるさまざまな出自の人から区別し、ガリフナ

と名づけてきたのか再検討した。つまり「科学的概念として流通する人種概念」、「大文字

の Race」が分析対象であった。まず、研究者がガリフナとみなす人びとを表すと説明して

きた歴史資料に書かれた人種・民族用語「カリブ」「ブラック・カリブ」「モレーノ」を分

析しなおした。検証からこれらの名称はカリブ海地域や中南米、フィリピン諸島でも用い

られており、ガリフナと考えられている人びとを特定する名称ではない可能性を示した。 
つぎにフィールド調査を検証した。第 1 に、インフォーマントが海の向こうを指しなが

ら答えた「ジュルメイ」はセントビンセント島を示しているという共通理解を検討しなお

した。その結果、ジュルメイとセントビンセント島をむすびつける根拠を人類学者も当事

者のガリフナとよばれる人びとも知らないまま、この理解が確立されてきたことをあきら

かにした。第 2 に、ガリフナ語という言語にもとづいて、黒人に分類されるさまざまな出

自の人からガリフナとみなす人を析出する方法をといなおした。調査から、今日ではガリ

フナ語を話さないガリフナに範疇化される人や英語を話すガリフナとみられる人がおり、

言語は判断基準にならないことをしめした。民族の境界は社会環境の変化にともないかわ

っており、黒人とみなされている人を研究者がガリフナと名づけるガリフナ化の前提は今

日揺らいでいる。 
第 2 章では、ガリフナ化が起きている調査地の歴史を記述した。調査地に流入した黒人

とみなされる人びとの多様な歴史を植民地時代までふりかえり、ホンジュラスにおける「小
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文字の race」の形成過程をとりあげた。植民地時代、調査地にはスペイン人やイギリス人、

フランス人が労働力として人口の少ない先住民のかわりに奴隷化された黒人をアフリカ大

陸や西インド諸島から導入していた。20 世紀初頭、調査地一帯では英語話者の黒人移民が

国民国家統合上の問題になり、英語話者黒人の排斥運動がおきた。以来、国民国家統合理

論「混血思想」が原因で黒人にグループ分けされるさまざまな出自の人びとは黒人と一括

され、「歴史なき人びと」とよばれてきた。このような黒人としてとらえられている人びと

の過去に対する主流社会の無関心と忘却は多様な出自の黒人とみなされる人びとを単純化

してあらわしてきたことに示されている。英領カリブ海のさまざまな島から来た黒人移民

とその子孫を英語話者黒人と一括するだけでなく、英語話者黒人とガリフナもひとまとめ

にして黒人とよんできた。 
ところが 1990 年代後半、黒人として一括されてきた人びとのあいだに違いが生じる。ガ

リフナとよばれる人びとは「我われのルーツ」とメディアで報じられ、「我われ」を名のる

多数派の混血の人びとの構成要素とみなされるようになった。一方、英語話者黒人と認識

される人びとは自他ともに認める「よそ者」であり続けている。他方、ガリフナや英語話

者黒人とみなされる人びと以外の黒人のカテゴリーは学術的にも制度的にも存在しない。

すなわち、植民地時代に流入した奴隷化された黒人の子孫やスペイン語しか話さない黒人、

混血化した黒人という概念はない。ガリフナ化が起きている調査地には、ガリフナに範疇

化される人びとをホンジュラス社会の一員とみる一方、英語話者黒人と考えられる人を「よ

そ者」とみなし、ガリフナと英語話者黒人以外の黒人とみなされる人びとの過去を等閑視

する混血思想にもとづく地域の歴史があった。 
第 3 章では、ガリフナ化の萌芽期を記述した。主流社会から看過されていた黒人とみな

される人びとが 1970 年代、政府主導の観光開発を契機にガリフナとして名のりをあげ、ホ

ンジュラスの民俗文化に組みこまれる経緯を描いた。1976 年以来国立民俗舞踊団代表をつ

とめ、ガリフナ文化の啓蒙活動に従事してきたクリサント・メレンデスの活動をとりあげ

た。メレンデスはネガティブなイメージをもつガリフナ文化をガリフナといわれる人びと

に新しく積極的な意味をもつかたちで提示してきた。さらにメレンデスは欧米の歴史研究

の語りを利用して、「歴史なき人びと」といわれ受けつぐ歴史をもたない自分たちの歴史を

たちあげる機会をつくった。竹沢の 3 つの人種概念に位置づけると、世代を超えて受けつ

ぐ「小文字の race」が存在しなかったガリフナを名のる人びとが、自分たちに関する局外者

の「大文字の Race」を利用して「抵抗の人種 Race as Resistance」を志向するなかで自分た

ちの「小文字の race」を創りだしたといえる。 
一方、メレンデスは主流社会の混血の人びとにたいしてはガリフナ文化の混血性を強調

し、黒人であることや差別の問題にはあからさまにふれず、混血思想に迎合する形でガリ

フナ文化を表現してきた。メレンデスは体制の枠組みのなかでガリフナ文化の存在を主張

することで、権威主義的な政治体制がしかれていた 1970 年代以来今日まで 40 年以上にわ

たりガリフナ文化を普及し続けることを可能にしてきた。黒人とみなされてきた人びとが

ガリフナを名のるガリフナ化は主流社会のわくぐみのなかでおきてきた。 
第 4 章では、1990 年代に黒人といわれる人がガリフナを名のり権利を請願するガリフナ

化が進展した外的要因を分析した。1990 年代、世界銀行をはじめとする国際機関は人種や

民族にもとづく差別を国や地域の経済発展を疎外する要因とみなし、各国に多文化主義的
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政策の導入をすすめた。多文化主義的政策は 1980 年代に行きづまっていた政府主導の「上

から」の経済発展にかわる「下から」の経済発展モデルとして立案されていた。その結果、

ホンジュラスで国際機関主導の多文化主義的な観光開発がはじめられた。政府と国際機関

の大規模な観光開発にともない、ガリフナ文化だけでなく、ガリフナ共同体の土地も観光

資源として注目され、ガリフナとよばれる人びとの社会進出がすすんだ。しかし同時に、

政府と国際機関の構造改革と観光開発が原因でガリフナ共同体は土地と資源と権限をうば

われ、権利請願を活発化させた。1995 年、政府と世界銀行は少数民族にたいする構造改革

の影響を緩和させるために少数民族を対象にする多文化主義的開発プロジェクト「我われ

のルーツ」を開始した。 
検証から、少数民族を支援する政府と国際機関の多文化主義的政策は、新自由主義的開

発計画に対する少数民族の抵抗をおさえると同時に、少数民族が新自由主義の流れにくみ

こまれるように機能するネオリベラル多文化主義にもとづいていると主張した。政府と世

界銀行の新自由主義的な多文化主義的政策は、ガリフナを名のる人びとの文化だけでなく、

人びとや住む地域も商品化し、市場経済にとりこんだ。とくに、政府と国際機関がガリフ

ナといわれる人のあいまいな土地所有権を明確にするためにおこなった土地制度改革は土

地取引を円滑にし、ガリフナ共同体で土地の個人所有をうながした。その結果、個人主義

がつよまり、急増するアメリカ合衆国への出稼ぎとあいまり、共同体内部の結びつきが弱

まっていった。すなわち、国際機関主導の開発プロジェクトによる援助と収奪が原因でネ

オリベラルな価値観が共同体に蔓延し、伝統的な価値観を破壊していった。 
キムリッカの表現を借りれば、ホンジュラスにおけるネオリベラルな多文化主義的政策

の特徴は、マイノリティのシティズンシップを犠牲にして市場経済を促し、国の連帯を犠

牲にしてマイノリティを包摂する「連帯のない包摂」といえる。そしてまた、市場経済の

ためにマイノリティを犠牲にして国を連帯させる「包摂のない連帯」といえよう（Kymlicka 
2013: 119; 2015: 8）。 

第 5章では、黒人とよばれる人びとがガリフナを名のり権利を請願するガリフナ化が 1990
年代に盛んになった内的要因を分析した。まず、観光開発が原因で土地を奪われたガリフ

ナを名のる黒人たちがガリフナの歴史と先住民の権利を保障する国際法 ILO 第 169 号条約

を根拠にして共同体の土地所有権を請願する経緯を検討した。ガリフナ組織が依拠する同

条約は、植民地時代から領土内に住んできた人びとの子孫を「先住民族」とさだめる。そ

のため、植民地時代の 1797 年にセントビンセント島から上陸したとされるガリフナは同条

約がさだめる「先住民族」として権利を保障される。さらに、ILO 第 169 号条約は批准国に

法的拘束力を持つ先住民に関する唯一の条約であるため、ガリフナを名のる人びとは自分

たちの歴史を根拠にして 1994 年に政府が批准した同条約の遵守をもとめてきた。黒人とい

われるガリフナの人びとが先住民運動のレトリックを用いる背景には、黒人とみなされる

人の権利を保障する法律や憲法の条文がホンジュラスに存在しないことがあげられる。

1990 年代まで黒人とみなされる人びとは国家の法観念から排除され、シティズンシップを

与えられてこなかった。1990 年代、黒人とみなされるガリフナの人びとは先住民運動の影

響を受けて ILO 第 169 号条約に自分たちの歴史を照らしあわせ権利を請願していくなかで

自分たちの「小文字の race」をつくっていったといえよう。 
つぎに、先住民を名のるガリフナの人びとを取りあげ、1990 年代にグローバルな「抵抗



134 
 

の人種」とみなされるようになった先住民という概念がガリフナを名のる人びとの権利請

願におよぼした影響を考察した。1990 年代はじめまでホンジュラスで先住民という概念は

「抵抗の人種」ではなかった。今日先住民を名のる人びとにとってもガリフナを名のる人

びとにとっても、権利請願のための名称ではなかった。しかしながら、先住民の権利を保

障する ILO 第 169 号条約やグアテマラなど近隣諸国の先住民運動の影響をうけ、ホンジュ

ラスで先住民という概念が捉えなおされるようになった。さらに、少数民族のなかで最大

の人口数をしめる黒人とよばれるガリフナを先住民と連帯させるために土地に根ざした人

を意味する土着民という名称が権利請願の名称としてとりあげられた。その後、先住民や

黒人とよばれる人びとのあいだに、先住民は人種にもとづく名称として、土着民は文化に

もとづいて土地に根ざした人をあらわす名称としてひろがった。このようにして、土地に

根ざした人を意味する土着民という名称が草の根の「抵抗の人種」として、民族運動関係

者だけでなく、権利請願にかかわらないガリフナを名のる人びとに浸透した。土着民とい

う名称は、歴史なき人びとといわれてきた黒人とよばれるガリフナがホンジュラスの土地

に根ざした自分たちの歴史を自分たちでつくる過程で自分たちにひろめたといえる。そし

てまた、ガリフナといわれる人が名のる土着民という名称には、ディアスポラの境遇にあ

ると考えられてきた黒人とみなされるガリフナが先住民運動の影響を受け土地に根ざした

歴史観を構築する「黒人の先住民化」があらわれているといえよう。 
以上から、ホンジュラスで黒人とみなされる人がガリフナと名づけられ、名のりをあげ

るガリフナ化の社会背景について次のことがわかった。 
第 1 章で検討したとおり、今日の研究水準から判断すると、ガリフナ研究で共通理解と

されるガリフナを名づける方法、すなわち調査地にいる黒人とみなされるさまざまな出自

の人びとのなかから、ガリフナと考えられている黒人を析出する方法は不十分である。既

存の分析方法ではエスニック集団ガリフナの「民族の境界」を特定できない。今日、ガリ

フナと名づけられ、みずから名のる人びとは、セントビンセント島から来たとされる人び

との子孫かどうか定かではない。 
それでは、なぜ、ホンジュラスで黒人とみなされる人びとはガリフナを名のるのか、調

査からふたつの社会背景が指摘できる。 
ひとつは、黒人に分類される人を包摂し排除する「国民国家統合理論と、ガリフナの経

験を強調し、黒人性を十把一絡げにする文献が原因で西インド諸島人 West Indians の経験が

取りあげられてこなかった」（Chambers 2010: 9）ことが挙げられる。第 2 章で述べたとおり、

1990 年代まで、ホンジュラスのメディアやアカデミズムで黒人とみなされる人はガリフナ

以外言及されなかった。国民国家統合理論「混血思想」が原因で等閑視されていた黒人と

考えられる人のさまざまな歴史に脚光が当たったのは、国際機関がネオリベラルな多文化

主義的政策をホンジュラスに導入した 1990 年代以降である。英語話者黒人と範疇化される

人は 1990 年代以降ホンジュラスで研究対象になり、政府の人口統計で調査されたのは 2001
年である。英語話者黒人としてとりあげられる人は 20 世紀初頭にカリブ海沿岸で国民国家

統合上の問題になった英語話者の黒人移民の子孫であり、当時の問題を想起させる。一方、

植民地時代の黒人は混血思想の影響で混血化していなくなったと理解されている。そのた

め、ホンジュラスで黒人とみなされる人にとって、主流社会の歴史認識にもとづいて権利

を請願する根拠となる黒人とよばれる人の歴史はガリフナの歴史しかなかった。 
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ふたつめの社会背景として、ILO 第 169 号条約の影響が挙げられる。第 4 章で記述したと

おり、ホンジュラスで黒人と理解されている人は政府と国際機関の観光開発と土地制度改

革が原因で深刻な土地問題に直面した。しかしながら、第 5 章で説明したとおり、黒人と

判断される人は混血化していなくなったという混血思想を背景に黒人とみなされる人は法

的保護の対象になってこなかった。そのため、ホンジュラス黒人友愛協会は政府が批准し

た国際法 ILO 第 169 号条約に依拠して権利請願をおこなった。同条約は現在の国家が独立

する以前から現在の領土内にいる人を「先住民族」と定義し、権利を保障している。した

がってホンジュラス独立以前の 1797 年に上陸したとされるガリフナを名のる人は、黒人に

分類されるが同条約の定める「先住民族」として権利が保障される。一方、20 世紀初頭に

流入した英語話者黒人の移民の子孫は独立後に来たため同条約の対象にならない。他方、

植民地時代に黒人とみなされていた人びとは、先に述べたとおり混血化によっていなくな

ったという考えがホンジュラス社会に浸透している。ガリフナの歴史だけが同条約の対象

となるホンジュラスで黒人とみなされる人の歴史であることがわかる。 
ガリフナ化は以上に述べた黒人とよばれる人を等閑視する主流社会の歴史認識と法制度

を背景にして生じている。すなわち、ガリフナ化は黒人に分類されてきた人が国民国家の

わくぐみのもとで黒人であることや先住民であること、ホンジュラスの国民であると同時

にカリブ海にルーツがあることを自覚し、自分たちの過去と未来を考えるなかでおきてき

た。ガリフナ化のプロセスとは、「問題の所在」冒頭で引用したホブズボームの言葉に引き

つけると、「さまざまな出自の人びとが、どのように共同体をつくったのか？つまり、社会

はどのようにできるのか？」（Hobsbawm 1990: 46）、すなわち、多様な背景をもつ黒人とみ

なされる人びとがどのようにガリフナとしてまとまっていったのかというプロセスであっ

た。 
一方、英語話者黒人とよばれる人びとは 20 世紀初頭にきた移民の子孫であるため、ガリ

フナといわれる人と違い少数民族として研究者や政府機関に客体化される機会さえ 1990 年

代までなかった。英語話者黒人と認識されている人は現在も米国やカリブ海地域の英語圏

やプロテスタントの伝統や文化とつよくむすびつき、多数派の混血の人びとより教育水準

が高い。そのため、自らホンジュラス社会で主体化して権利請願する動きもみられない。

自他ともに認める「よそ者」として「歴史なき人びと」のままでありつづけている。 
つぎに本論文の限界を説明する。本稿はホンジュラスで黒人とみなされる人びとの権利

請願が分析対象であるため、現地滞在中はガリフナ組織の活動家や官僚など民族運動の関

係者に焦点をあててインタビューをした。しかしながら、民族運動に関わらない人びとの

観点から民族運動を検討する必要性が以前からたびたび指摘されていた。この問題を念頭

に入れながらも、調査中は優先事項および時間の制約上ほとんど取りくめなかった。この

論文で実証研究しつくせなかったガリフナと英語話者黒人といわれる人の比較研究ととも

に、今後の課題としたい。 
調査企画にも限界があった。本稿で参照した分析概念のひとつに、シルビア・ウィンタ

ーの「黒人の先住民化」という、新大陸で黒人とみなされる人が先住民のように土地に根

ざしていくという理解がある（Wynter 1970）。第 5 章でとりあげた視点であり、当初は筆者

の口頭発表（金澤 2012b）とガリフナのクリスマス舞踊「ジョンカヌー」の歴史を事例に

してさらに記述する予定であった。しかしながら、本論文は社会運動の事例研究であるた
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め、民族舞踊の歴史に関する記述は割愛した。稿をあらためて、舞踊「ジョンカヌー」に

ついて執筆し、ディアスポラにあると考えられていた黒人とよばれる人びとが新大陸の時

間と空間に根ざすプロセス、すなわち「黒人の先住民化」の過程を提示したい。 
本稿はガリフナ化という人種概念の利害関係の歴史を混血思想とネオリベラル多文化主

義にもとづく国民国家のわくぐみのなかで分析してきた。本稿でとりあげた混血思想とネ

オリベラル多文化主義の包摂と排除、およびそれぞれの排除に対する黒人といわれるガリ

フナの人びとの対応の違いをまとめるとつぎのようになる。 
混血思想は様ざまな人種や文化の人が混血をとおして社会に統合されてきたと謳い、す

べての人に機会平等をあたえることで多様な人種や文化の人びとの包摂をすすめる。しか

し、混血思想が掲げるすべての人の機会平等という包摂の理念は、裏を返せば、人種や文

化の違いと結びついた個別的な不平等を看過し、少数民族にとっては排除の要因となった。 
第 2 章でとりあげたように、混血思想を背景にした黒人とよばれる人びとのおもな問題

は政治や行政の無関心であった。混血思想がもたらす等閑視という排除にたいして、第 3
章でみたようにガリフナといわれる人びとは承認を求めた。メレンデスのインタビュー記

事「社会に受けいれられるためにわたしは白人になりたかった」（Heraldo, 26 de abril de 2013）
に示唆されているとおり、ガリフナとみなされる人は排除の要因になっていた混血思想に

対して抵抗せず、迎合した。1970 年代、ガリフナとよばれる人びとは混血思想の理解に従

うことで、自分たちの文化をホンジュラスの民俗文化に組みこむことに成功した。 
他方、ネオリベラル多文化主義は、人種や文化の違いにもとづく差別は社会の経済的損

失となるため、疎外されてきた少数民族に経済的機会をあたえることが国や地域の発展に

なるという考えである。第 4 章で記述したとおり、ホンジュラスでは、市場経済にアクセ

スできなかった少数民族が市場経済に参入するために能力開発プログラムが実施されたり、

形骸化していた少数民族の権利を明確にし、かれらの権利を保障する取り組みがおこなわ

れた。 
しかしながら、ガリフナといわれる人びとは多文化主義的な観光開発によって土地と資

源と権限を奪われ、かれらの文化だけでなく、かれら自身も商品化された。ガリフナとよ

ばれる人びとはネオリベラル多文化主義にもとづく排除にたいして、第 5 章で説明したと

おり、国際法や国際機関をとおして政府に権利を請願した。 
その結果、多文化主義的政策がとりいれられた 1990 年代以降、ホンジュラスで人種にも

とづく暴力はふえたといえる。ウェードは述べる。人種のちがいをあいまいにする混血思

想は人種にもとづく包摂と排除の境界をあいまいにし、人種とむすびつく暴力を回避する

役割があった。他方、人種とむすびつく権利を明確にした多文化主義は人種にかかわる包

摂と排除の境界をあきらかにし、人種にもとづく暴力をふやしている（Wade 2016: 337）。 
第 2 章と第 3 章で記述したとおり、黒人とみなされるガリフナの人びとにとって混血思

想の問題は看過されることであった。第 5 章で、社会運動が停滞した軍政期の 1980 年代に

ガリフナ組織 OFRANEH が活動を停止したことにふれたが、ガリフナといわれる人への抑

圧は国際機関が多文化主義的政策をもたらす 1990 年代ほど大規模なものではなかった。多

文化主義的政策導入後、ガリフナとよばれる人びとの問題は第 4 章で説明したとおり、合

法・非合法な立ち退きや関係者への弾圧となった。ガリフナといわれる人が多文化主義的

政策にしたがい権利を請願すればするほど、ガリフナとよばれる人への弾圧はふえた。ガ
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リフナという名称が「抵抗の人種」としてひろまったのは 1990 年代に多文化主義的政策が

導入されはじめてからであった。一方、混血思想のもとでガリフナという名称はいわば「迎

合の人種」をあらわしていた。ウェードの指摘のとおり、多文化主義的政策が取りいれら

れてから、ホンジュラスで人種とむすびついた暴力はあきらかにふえている。 
最後に留意すべきは、混血思想とネオリベラル多文化主義の共通点である。それは、ネ

オリベラル多文化主義は少数民族の問題を文化や個人の問題としてあつかい、人種にもと

づく問題としてとりあげないため、人種差別の構造を温存させている点である。すなわち、

ネオリベラル多文化主義は多様な文化や人種の統合を謳う一方、人種差別の問題に取りく

まない点で、人種差別を等閑視し、異人種間の不平等な権力関係を存続させてきた混血思

想とおなじである。キムリッカはネオリベラル多文化主義を国の連帯を犠牲にしてマイノ

リティを包摂する「連帯のない包摂」とみなしたが、混血思想はマイノリティを犠牲にし

て国を連帯させる「包摂のない連帯」といえる。1990 年代、国民国家統合理論は混血思想

にくわえて、ネオリベラル多文化主義の様相を呈した。しかしマイノリティであるガリフ

ナを名のる人びとにとって、「包摂のない連帯」である混血思想であろうと、「連帯のない

包摂」であるネオリベラル多文化主義であろうと、異人種間の権力関係は改善していない。 
ネオリベラル多文化主義を「連帯のない包摂」とみなすキムリッカは「もし多文化国家

が包摂のある連帯の前提であるなら、多文化国家の前提はなにか」と問い、リベラル多文

化主義 liberal multiculturalism というすべての人びとにおなじシティズンシップをあたえる

ことで多様な文化が共存する多文化国家のありかたを志向している（Kymlicka 2015: 13）。
キムリッカの提唱するリベラル多文化主義がホンジュラスで混血思想やネオリベラル多文

化主義にかわり、多様な人種や文化を共存させ、統合させる国民国家統合理論になるだろ

うか？  
本稿でみたホンジュラスの少数民族をめぐる政治風土をふまえると、次の 2 つの理由か

らリベラル多文化主義がホンジュラスに多様な人種や文化の共存と統合をもたらす国民国

家統合理論ではないと考える。第 1 に、リベラル多文化主義と混血思想の構造が似ている

からである。リベラル多文化主義も混血思想もすべての人びとの機会平等をうたい、さま

ざまな人種や文化が共存する統合をめざす。しかしながら、混血思想はすべての人びとの

機会平等という名目のもと、差別を等閑視し、今日まで人種差別の構造を存続させてきた。

すなわち、混血思想が標榜する機会の平等は結果の平等にむすびついてこなかった。ホン

ジュラスにおける混血思想の歴史をふまえると、すべての人びとの機会平等をかかげ多様

な人種や文化の共存と統合をめざすリベラル多文化主義は混血思想とおなじく結果の平等

をもたらすものではないといえよう。 
第 2 に、リベラル多文化主義は個人の自由な選択にもとづく多様な人種や文化の統合を

めざすため、個人主義をうながすからである。第 4 章で記述した、ガリフナ共同体に個人

主義を浸透させるネオリベラル多文化主義と同じである。しかしながら、ホンジュラスの

少数民族が求めているのは集団の権利、共同体の土地所有権であり、土地の個人所有につ

うじる個人主義をうながす統合理論とはあいいれない。異人種間の関係は資源や権力、生

活、自律や相互依存、自己や他者に対する知識、過去や未来に対する認識にかかわってお

り、異なる力関係のもと歴史的に形成されてきた（Wade 2010: 153）。ホンジュラスとキム

リッカが考察するカナダでは少数民族や個人と集団のありかたがちがう。リベラル多文化
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主義がホンジュラスで既存の異人種関係に変化をもたらす理念とはいえないだろう。 
2014 年 1 月 30 日付のホンジュラス紙『エラルド』に経済危機が原因で 5 つの省がなくな

ることが報じられた。観光省、司法人権省、立案調整省、文化芸術スポーツ省、先住民ア

フリカ系子孫省である（Heraldo, 30 de enero de 2014）。民族組織とのパイプ役を果たしてき

た政府機関であり、文化芸術スポーツ省と先住民アフリカ系子孫省の直近の大臣はガリフ

ナとみなされる人であった。民族組織は交渉の場をうしない、これからさらにホンジュラ

ス国内の民族運動は弱体化していくことが予想される。そのため、今後はホンジュラス黒

人友愛協会のニューヨーク支部が国外から政府や国際機関に働きかけている活動に注目し

て、ホンジュラスで黒人といわれる人の権利請願を分析しつづけていく予定である。 
ガリフナや先住民とみなされるおおくの活動家や、大臣、政府高官にまで筆者のような

立場の人間が会えたのはホンジュラスや日本で研究をささえてくれた人びとのおかげであ

る。ダリオ博士が「20 世紀のホンジュラス政治史はまだ幼い段階にある」と言うように、

ガリフナ研究がおこなわれるホンジュラスという地域の研究自体、進展しておらず、研究

環境も整っていない（Euraque 2009: 47）。豊かな資源が眠り、今後の発展が見こまれる地域

と分野である。 
2013 年 12 月 30 日、国連は「アフリカ系子孫の国際 10 年Decenio Internacional de los 

Afrodescendientes」を批准し、2015－2024 年までアフリカ系子孫を対象にしたさまざまなプ

ロジェクトを企画している1。本稿が南北アメリカのアフリカ系子孫およびその研究の一助

になれば幸いである。 

                                                 
1 http://www.un.org/es/events/africandescentdecade/〔2016 年 8 月 19 日閲覧〕. 
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